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教 育 研 究 業 績  
                                   

 

                                       氏名  水谷 清佳 
学位: 修士（文学） 

 

研   究   分   野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド 

地域研究 韓国、朝鮮、妓生、大韓帝国、帝国日本、都市文化 

主要担当授業科目 
韓国語作文 韓国語講読 韓国入門 留学前ゼミナール 韓国社会文化論 韓国文化研究 専門ゼ

ミナール１、２ 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事  項 年 月 日     概             要 

１ 教育方法の実践例 

本学独自の韓国語教科書を用いた韓

国語連係授業の実践 

平成 22(2010)年 4

月～ 

韓国語の教育用コーパスから使用頻度の高い単語を選出し、効

率よく学べ、きれいな発音を重視する本学独自の教科書を作

成、韓国語講読、韓国語作文の授業において実践した。令和4

年 4 月は新たに作成した改訂版を用い、TASK を充実させた。

特に留学を目前に控えた学生の指導を行うため、連係授業及び

連係による添削のマニュアル化などを実施し初年次の韓国語

教育のシステム化を図った。 

２ 作成した教科書・教材 

 １．『無条件真似する澤田の新日本語

会話 基礎編』監修 安寿山・水谷

清佳 著者澤田歩 国際語学研究

所(韓国) 

 

２．『無条件真似する澤田の新日本語

会話 活用編』監修 安寿山・水谷

清佳 著者澤田歩 国際語学研究

所（韓国） 

３．『よく使うことばで学ぶ韓国

語』イ・ユニ・水谷清佳 朝日出

版社  

 

 

 

 

４．『3分ドラマで覚える！らくらく韓

国語 会話編』監修・著者イ・ユニ 

著者 李忠均・水谷清佳 SPRING 

 

 

 

５．『よく使うことばで学ぶ韓国語 

改訂版』イ・ユニ・水谷清佳・李南

錦・崔英姫・睦俊秀 朝日出版社  

 

平成17(2005)年5

月 

 

 

 

平成17(2005)年

7月 

 

 

 

平成 22(2010)年 1

月 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26(2014)年 3 

月 

 

 

 

 

令和 4(2022)年 1

月 

 

日本語初歩学習者のための会話本。本を暗記すれば、基礎的

で簡単な日常生活で必要な日本語を習得することができる。 

 

 

 

日本語中級学習者のための会話本。本を暗記すれば、日本で

の生活や日本人との会話を楽しむことができる程度の日本語

を習得できる。 

 

 

韓国語初歩者のためのもので全20課から構成されている。本

文や例文に 韓国語の教育用コーパスから使用頻度の高い単語

を選出し、効率の良い学習ができることを目指した。できる

だけ日本語を介さない授業ができるように、単語習得に有意

義なイラストを配置している。また、各課末には最新の言語

教育の理論に沿ったTaskを配置することで、生き生きとした

会話で毎課の学習目標が達成できるよう工夫した。 

 

発音編、会話編の2部構成になっており、会話編を担当し

た。日本人の韓国語学習者が遭遇すると思われる場面を想定

し、使用頻度の高い単語を中心に取り入れた5章構成の3分

間ドラマ動画教材である。DVD以外にテキストもある。 

 

平成22年1月に出版した『よく使うことばで学ぶ韓国語』の

改訂版である。新たに実践的に活用できるTASKを加えたほ

か、PPT及び教授用資料も充実させた。 
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３ 教育上の能力に関する大学等の

評価 

１．平成21年度～平成25年度学生に

よる授業評価 

 

 

 

 

２．平成 26 年度～学生による授業評

価 

 

 

 

 

 

 

 

平成 21(2009)年 4

月～平成26(2014)

年3月 

 

 

 

平成 26(2014)年 4

月～ 

 

 

東京成徳大学で実施する授業評価で担当する韓国語科目(韓国

語コミュニケーション)及び韓国関連科目(日韓比較文化論、現

代韓国論 B)で全体的に高評価を得ることができた。自由記述

においても分かりやすい、興味深かった等肯定的な意見を多数

得ることができた。 

 

東京成徳大学で実施する授業評価で担当する韓国語科目(韓国

語コミュニケーション、韓国語講読A・B、ハングルの世界)、

韓国関連科目(韓国社会文化論)で全体的に大学全体よりも高

い平均値を得ることができた。例えば韓国語講読 A のアンケ

ート 5 点満点中総合評価 4.8 点を得た。令和 3 年度前期アン

ケート 5 科目の教員評価では 4 点満点中 3.7 点で、全体的に

概ね大学平均と同等または少し高い評価を得た科目もあった。 

４ 実務の経験を有する者について

の特記事項 

１．通訳案内士試験管担当 

 

 

 

２．TSU オープンカレッジ公開講座

「韓国語入門」講師 

 

 

 

３．TSU オープンカレッジ公開講座

「韓国語初級」講師 

 

 

４．市川昴高等学校韓国語講師 

 

 

 

５．TSU オープンカレッジ公開講座

「ドラマで学ぶ韓国語」講師 

 

 

６．TSU一般公開講座講師                            

 

 

７．TSU オープンカレッジ公開講座

「韓国語入門（前期）」講師 

 

８．TSU オープンカレッジ公開講座

「韓国語入門（後期）」講師 

 

９．TSU オープンカレッジ公開講座

「韓国語初級（前期）」講師 

 

10．TSU オープンカレッジ公開講座

「韓国語初級（後期）」講師 

 

 

平成 20(2008)年度

～平成22(2010)年

度 

 

平成 22(2010)年 5

月～平成24(2012)

年2月 

 

平成 22(2010)年 5

月～平成24(2012)

年2月 

 

平成 24(2012)年 4

月～平成30(2018)

年3月 

 

平成 25(2013)年 5

月～平成26(2014)

年2月 

 

平成 26(2014)年 12

月13日 

 

平成 27(2015)年 6

月～8月 

 

平成 27(2015)年 10

月～12月 

 

平成 28(2016)年 5

月～7月 

 

平成 28(2016)年 10

月～12月 

 

 

日本政府観光局主催の通訳案内士試験の韓国語面接官を担当。 

 

 

 

韓国語初歩者のための文字、発音等の基礎的な内容を講義し

た。 

 

 

韓国語初級者のための会話やアクティビティなどを取り入れ

講義を行なった。 

 

 

選択科目韓国語で、韓国語の文字、発音、基礎的な文法やアク

ティビティなどを取り入れた講義を行なっている。 

 

 

CALLを使用しながらドラマを教材にした講義を行なった。 

 

 

 

「韓国ソウルにおける文化の取り組み」について講義を行なっ

た。                            

 

韓国語初歩者のための文字、発音等の基礎的な内容を講義し

た。 

 

韓国語初歩者のための会話、基礎的な文法を講義した。 

 

 

韓国語を学び始めて 1 年程度の学習者のための会話、文法を

講義した。 

 

韓国語を学び始めて 1 年程度の学習者のための会話、文法を

講義した。 

５ その他   
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職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事  項 年 月 日     概             要 

１．資格、免許 

 

 

  

２．特許等 

 

 

  

３．実務の経験を有する者についての 

 特記事項 

１．韓国梨花女子大学校交換留学 

 

 

２．韓国延世大学校建築科学技術研究

所補助研究員 

 

 

 

３．大阪市立大学文学研究科都市文化

研究センター研究員 

 

４．日本ポピュラー音楽学会編集委員 

 

 

 

５．大阪市立大学 G-COE 特別研究

員 

 

６．東京成徳大学 人文学部 助教 

       

 

 

７．大阪市立大学都市研究プラザ特別

研究員 

 

 

８．シンポジウムコーディネーター

「写真経験の社会史―「写真資料論」

の可能性―」（大阪市立大学） 

 

 

９．韓国・朝鮮文化研究会運営委員 

 

 

10．科学研究費「基盤研究（A）」「帝国

日本の移動と動員」研究分担者 

 

 

 

11.科学研究費「基盤研究（C）」「帝国

日本による妓生集団の近代化に関す

る研究」 

 

 

平成12(2000)年3

月～12月 

 

平成17(2005)年9

月～平成18(2006)

年8月 

 

平成19(2007)年4

月～平成20(2008)

年3月 

 

平成19(2007)年4

月～平成20(2008)

年3月 

 

平成19(2007)年

10月～平成

20(2008)年9月 

 

平成20(2008)年4

月～平成23(2011)

年3月 

 

平成20(2008)年4

月～平成26(2014)

年3月 

 

平成22(2010)年3

月27日 

 

 

 

平成23(2011)年

10月～現在 

 

平成25(2013)年4

月～平成29(2017)

年3月 

 

 

令和3(2021)年4

月～令和7(2025)

年3月 

 

 

大学3年次に梨花女子大学校にて交換留学。 

 

 

延世大学校建築工学科建築空間計画研究室に所属し、研究活

動及びプロジェクトに携わった。 

 

 

論文執筆等、研究活動に携わった。 

 

 

 

 

学会誌『ポピュラー音楽研究』の編集活動に携わった。 

 

 

 

第2ユニット「文化創造ユニット」に所属し、研究活動及び

タイ国立チュラロンコン大学にて発表を行なった。 

 

 

国際言語文化学科において助教として教育、大学業務に携わ

った。  

 

 

主に上田貞治郎写真史料アーカイブ編纂室員として、特に韓

国朝鮮に関わる史料研究に携わった。 

 

 

上田貞治郎写真史料アーカイブの調査研究及びデジタルアー

カイブ構築作業の経験を踏まえ、社会史的研究と写真資料論

に日本写真史学の新たな可能性を求めたシンポジウムを開催

した。各分野の研究者を招聘し各分野から考察を行なった。 

 

学会運営、研究大会等の実行に携わる。 

 

 

 

今西一科研の研究分担者として韓国・朝鮮に関わる研究に携

わる。 

 

 

 

帝国日本が法的・政策的に妓生を伝統的な芸人として公認し

たことを明らかにし、大韓帝国期及び植民地期における帝国

日本による妓生集団の近代化及び肯定的な影響を考察する。 
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12.科学研究費「基盤研究(C)」「植民地

期における妓生組合の日本式システ

ムの受容と変遷」 

 

13.韓国韓流文化学会副会長（K-教坊

芸術文化分課長）、編集委員 

 

令和7(2025)年4

月～現在 

 

 

令和8(2026)年1

月1日～現在 

 

植民地朝鮮において日本の芸妓組合システムである「券番」

が朝鮮の「妓生組合」にどのように受容されたのか、その変

遷過程を明らかにする。 

 

学会及び分課の運営に携わる。 

４．その他 

第１回研究奨励賞 大阪市立大学文

学部・文学研究科教育促進支援機構 

 

韓国リテラシー学会学術賞受賞 

 

 

平成17(2005)年 

 

 

令和4(2022)年 

 

受賞作「韓国ソウル・大学路のストリート・ミュージックか

らみるマダンの文化」『民族藝術』21。 

 

受賞作「『妓生及娼妓ニ関スル書類綴』の既存解題分析及び誤

謬訂正に関する研究」『リテラシー研究』第13巻第3号。 

 

 
著書、学術論文等の名称 
 

単著 
共著 
の別 

発行又は 
 
発表の年月 

発行所、発表雑誌等又は 
 
発表学会等の名称 

 
  概         要 
 

（著書） 

１．『北東アジアのコリア

ンディアスポラ：サハリ

ン・樺太を中心に』今西一

編著 

 

 

 

 

２.『写真経験の社会史』後

藤真・緒川直人編 

 

 

 

３．「第 7 章 植民地朝鮮

における妓生の再組織化

と社会的活動」『帝国日本

の移動と動員』今西一・飯

塚一幸編 

 

４．『妓生の歴史歪曲のは

じまり、李能和の「朝鮮解

語花史」』 

 

 

 

 

 

５．『韓国の近代妓生制度

と公娼制度』 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

平成24(2012)年3

月 

 

 

 

 

 

 

平成2(2012)4年

5月 

 

 

 

平成30(2018)年

2月 

 

 

 

 

令和6(2024)年4

月 

 

 

 

 

 

 

令和7(2025)年4

月 

 

小樽商科大学出版会 

 

 

 

 

 

 

 

岩田書院 

 

 

 

 

大阪大学出版会 

 

 

 

 

 

民俗苑 

 

 

 

 

 

 

 

民俗苑 

 

平成22年に中国延辺において実施した

朝鮮族への聞き取り調査内容を掲載し

た。「第7章 延辺朝鮮族のライフヒス

トリー聞き取り」中、「柳玉哲氏からの

聞き取り」、「金粉蝶氏からの聞き取

り」担当。 

 

 

平成22年に開催した「写真経験の社会

史」シンポジウムの報告とそれ以降の

研究成果を盛り込んだ論文集。「本書の

経緯」を執筆担当。 

 

妓生が組合や券番として再組織される

大韓帝国期と植民地初期を中心に、彼

女らが社会人として蘇ろうとする努力

としての社会活動を主に新聞記事を使

用し明らかにした。 

 

妓生関連研究のうち最も妓生を歪曲

し、学術的誤謬が多く、その後の妓生

研究に影響を与えているのが李能和

『朝鮮解語花史』(1927)である。2019

年から2023年の間に執筆した研究論

文を通して、李能和により歪曲された

妓生の歴史と実態を正した。 

 

大韓帝国期・植民地期における妓生の

実態に関する実証研究の欠如、妓生と

娼妓の法的・生活史の差異に対する理

解不足及び概念区分の誤りによって生

じた、韓国近代の妓生制度・公娼制度
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に関する既存研究の誤りや曲説を事実

に基づいて是正した。 

（学術論文） 

１．ストリート・ミュージ

シャンの活動を通してみ

る都市空間の歴史的変遷  

―ソウル・大学路を事例と

して― 

 

 

 

 

 

 

２．韓国ソウル・大学路の

ストリート・ミュージック

からみるマダンの文化 

 

 

 

３．The study on the 

formation process of 

Madang in modern city -A 

case of Nori-madang in 

Songpa seoul, Korea- 

 

４．「マダン」という文化空

間についての一考察 －

一九八〇年代ソウルにお

ける民衆と政府の観点か

ら  

 

 

５．1980年代韓国ソウルに

おける文化空間の意味を

めぐる葛藤 ―大学路「車

のない道」を事例に― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．「マダン」研究のための

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

平成16(2004)年

3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成17(2005)年

3月 

 

 

 

 

平成19(2007)年

3月 

 

 

 

 

平成19(2007)年

10月 

 

 

 

 

 

平成20(2008)年

3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成21(2009)年

 

大阪市立大学大学院文学

研究科アジア都市文化学

専攻修士学位論文 

 

 

 

 

 

 

 

 

『民族藝術』21    

185-192 頁 民族藝術学

会 

 

 

 

『CHALLENGES FOR URBAN 

CULTURAL STUDIES 』

pp.93-100  

COE,Urban-Culture 

Research Center 

 

『韓国朝鮮の文化と社

会』6 216-232頁  

韓国・朝鮮文化研究会 

 

 

 

 

『都市文化研究

Vol.10』67-80頁   

大阪市立大学大学院文学

研究科都市文化研究セン

ター 

 

 

 

 

 

 

 

 

『東京成徳大学研究紀要 

 

韓国ソウル大学路の形成過程を追いな

がら、その中で生きる人々の活動を記述

し、大学路の社会的な位置を明らかにす

ることで、現代韓国文化の一側面につい

て論じた。場所の社会的な位置づけは、

意図的に付与されたものよりもその場

所で活動する者の方がより強い意味づ

けをなし、様々な人がそれぞれの活動を

もって大学路という空間を成立させて

いるのではないかという結論に至った。 

 

ソウルの大学路で活動するストリート

ミュージシャンの活動とマダン劇から

取り上げた要素を比較し、現代にも「マ

ダン的」な文化が存在していることを明

らかにした。 

 

マダンの変化を松坡山台ノリとソウル

ノリマダンを事例に、関連性、断絶、政

府の目論見などの歴史を辿りながら明

らかにした。 

 

 

文化空間という視点からマダンという

言葉をとりまく 1980年代の動きを、民

衆及び政府の両観点から比較検討し、民

衆と政府が互いにどうせめぎ合い歩み

寄りながら文化空間を創造していった

のかを明らかにした。 

 

1980年代に韓国ソウル大学路で行なわ

れた「車のない道」（＝歩行者天国）の

開放から閉鎖までの利用実態を明らか

にし、ソウルの人々がどのように文化

空間を享受し、意味づけをしていった

のかを新聞記事と語りを資料に分析し

た。結果として1980年代のソウル市に

おける文化空間は、行政とソウル市民

という対極の間に存在し、行政対ソウ

ル市民、市民の間でも社会階層間で空

間への意味づけをめぐって葛藤が生じ

ていたことを明らかにした。 

 

マダンの研究史を論じるための予察と
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予備的考察 

 

 

 

 

 

 

７.韓国ソウル大学路にお

ける文化地区指定とソウ

ルストリートアーテイス

ト事業 

 

 

 

 

 

 

８.地域学研究としてのソ

ウル学と日本におけるソ

ウル研究 

 

 

 

 

 

 

９．音楽生成の場としての

「マダン」 －「マダン」

から「コリ」へ－ 

 

 

 

10．韓国ソウル市における

ストリートアーティスト

の変遷と活動－市事業か

ら自立型アーティストへ

－ 

 

 

11．女楽を伝承した芸人と

しての妓生に対する歪曲

に関する研究Ⅰ ―妓生

と性病検査との関連性及

び実施可否を中心に― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

3月 

 

 

 

 

 

 

平成23(2011)年

3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成24(2012)年

3月 

 

 

 

 

 

 

 

平成26(2014)年

7月 

 

 

 

 

平成29(2017)年

3月 

 

 

 

 

 

平成31(2019)年

2月 

 

 

 

 

 

 

 

―人文学部・応用心理学

部―』第16号  

51-57頁 東京成徳大学 

 

 

 

 

『東京成徳大学研究紀要 

―人文学部・応用心理学

部―』第18号  

93-110頁 東京成徳大

学 

 

 

 

 

 

『東京成徳大学研究紀要 

―人文学部・応用心理学

部―』第18号  

97-113頁 東京成徳大

学 

 

 

 

 

『日本のポピュラー音楽

をどうとらえるか３ －

文化装置としての東アジ

ア－』 55-70頁 

 

 

『東京成徳大学研究紀要 

－人文学部・応用心理学

部－』24 147-158頁 

東京成徳大学 

 

 

 

『東アジア文化研究』 

76集 13-56頁 漢陽大

学校東アジア文化研究所 

 

 

 

 

 

 

して、建築学及び人文学という学問分

野のなかで特に「庭」、「ノリマダン」、

「マダン劇」の三つについて、研究動

向の概観、中心的となる論点、汎用性

の高い文献の発見を明らかにするため

順次概観した。 

 

ソウル大学路が文化地区に指定される

までの背景を辿りながら現在の大学路

の文化空間がどのように構成されてい

るのかを演劇やソウルストリートアー

ティスト制度に関連付けながら明らか

にした。結果として文化地区市制定以

後大学路を構成する役割が細分化さ

れ、管理体制と内実の不一致がみられ

ることを指摘した。 

 

地域学の視点から概観した韓国におけ

るソウル学研究及び日本におけるソウ

ル研究について整理した。日本におけ

るソウル研究と韓国におけるソウル学

では、問題関心が異なり、韓国は歴史

を中心に研究され、日本では清渓川に

関する研究に集中していたことが明ら

かになった。 

 

平成26年1月25日に開催された公開

シンポジウム「日本のポピュラー音楽

をどうとらえるか３ －文化装置とし

ての東アジア－」における報告をまと

めたものである。 

 

韓国ソウル市のストリートアーティス

トの実態を把握するため、財団の事業

から始まった登録制ストリートアーテ

ィストを対象とし、特に2012年から

2015年に焦点を当て、彼らの変遷や活

動を明らかにした。 

 

1906年2月から1908年6月まで実施

された統監府主催の性病検査で妓生(官

妓)はその対象ではなかったことを明ら

かにした。また、大韓帝国期及び植民

地時期に全国の妓生を対象にした公

式・定期的な性病検査は実施されてお

らず、このような帝国日本の性病検査

の実施計画は衛生上の安全処置に過ぎ

なかったことを指摘した。 
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12.女楽を継承した芸人と

しての妓生像に関する研

究 ―「妓」を「娼」とみな

した「近代記録者たち」に

よる妓生の意味の変質を

中心に― 

 

 

 

13．李能和の『朝鮮解語花

史』による妓生史及び妓生

像の歪曲に関する研究Ⅰ-

李能和の親日反民族行跡

と新羅時代の歪曲を中心

に 

 

 

 

 

14.女楽を伝承した芸人と

しての妓生に対する歪曲

に関する研究Ⅱ ―妓生

と公娼制度との関連性を

中心に 

 

 

15.大韓帝国期の妓生に関

する研究史検討及び今後

の研究課題 

 

 

 

16.李能和の『朝鮮解語花

史』による妓生史及び妓生

像の歪曲に関する研究Ⅱ-

三牌の‘社会的属性’変遷

過程及び蝎甫としての歪

曲を中心に- 

 

 

17.大韓帝国期及び植民地

期在韓日本人たちによる

妓生史及び妓生像の歪曲

に関する研究-恒屋盛服と

今村鞆による‘歪曲された

妓生の定義と分類法’「妓

生＝蝎甫,売春婦,一牌,二

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

平成31(2019)年

3月 

 

 

 

 

 

 

 

令和2(2020)年2

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和2(2020)年6

月 

 

 

 

 

 

令和2(2020)年6

月 

 

 

 

 

令和2(2020)年

12月 

 

 

 

 

 

 

令和3(2021)年9

月 

 

 

 

 

 

 

『東京成徳大学研究紀要 

－人文学部・応用心理学

部－』26 59-75頁  

東京成徳大学 

 

 

 

 

 

『文化と融合』42巻2

号 565-597頁 韓国文

化融合学会 

 

 

 

 

 

 

 

『韓国学』vol43 no.2 

通巻159号 7-60頁 

韓国学中央研究院 

 

 

 

 

『韓国古典女性文学研

究』40集 305-355頁 

韓国古典女性文学会  

 

 

 

『韓国音楽史学報』65

集 177-232頁 

韓国音楽史学会 

 

 

 

 

 

『文化と融合』43巻9

号 779-802頁 

韓国文化融合学会 

 

 

 

 

 

高麗時代と朝鮮時代の「妓」と「娼」

の概念と用語の関係性を記録資料を使

用しながら整理し、朝鮮開国後の

「娼」の意味の変質と大韓帝国期に

「妓」と「娼」の意味が二分される過

程を考察した。それを通して「妓」を

「娼」とみなした「近代記録者たち」

による妓生像の変質を明らかにした。 

 

李能和の生涯及び新羅時代の源花と妓

生との関連性、金庾信と天官女の逸話

に登場する天官女の社会的属性、売春

風俗の存在有無を検討した。結果、『朝

鮮解語花史』において妓生は娼女とみ

なされており、学術的な誤謬が多いこ

とが明らかになった。これまで定説の

ように扱われてきた本書の引用に対す

る危険性を指摘した。 

 

大韓帝国及び植民地期における韓半島

の妓生は日本帝国による公娼制度の枠

から外れていたことを明らかにした。

韓半島の妓生は公娼制度に含まれてい

たと論じる既存研究の誤謬を指摘し

た。 

 

既存の大韓帝国期の妓生に関する研究

を4つのカテゴリーに分類して分析

し、今後の研究課題を挙げた。大韓帝

国期の妓生に関する近代新聞のデータ

ベース構築の現状を整理した。 

 

李能和により三牌は蝎甫または遊女と

みなされてきたが、実際には朝鮮時代

後期に賤民芸人集団として登場し、大

韓帝国期には芸娼妓として扱われた。

植民地初期1916年に朝鮮総督府により

専門芸人集団として公認された、新し

い妓生であったことを明らかにした。 

 

李能和は『朝鮮解語花史』（1927年）

に『朝鮮開化史』と『朝鮮風俗集』の

「妓生＝蝎甫・売春婦：一牌、二牌、

三牌」の内容をそのまま使用し、それ

を「妓生＝蝎甫・遊女：一牌（妓生）、

二牌（殷勤者・隠君子）、三牌（搭仰謨

利）」に細分化した。しかし本研究によ
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牌,三牌」を中心に- 

 

 

 

 

18.大韓帝国期における妓

生と三牌の概念的区分に

関する研究－妓生と三牌

の法的・政策的・ 社会的属

性と概念的差異－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

19.植民地時期における妓

生と三牌出身の概念的区

分に関する研究―妓生と

三牌出身の法的・政策的・

社会的属性と概念的差異

― 

 

 

 

 

20. 『妓生及娼妓ニ関スル

書類綴』の既存解題分析及

び誤謬訂正に関する研究 

 

 

 

 

 

21. 『妓生及娼妓ニ関スル

書類綴』を活用した先行研

究検証及び誤謬訂正-ファ

ンボミョン(2004)の「植民

地権力による体の統制」を

中心に 

 

22. 『妓生及娼妓ニ関スル

書類綴』を活用した先行研

究検証及び誤謬訂正に関

する研究-ソンバンソン

(2003)の「漢城妓生組合所

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和3(2021)年

11月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和3(2021)年

11月 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和4(2022)年6

月 

 

 

 

 

 

 

令和4(2022)年8

月 

 

 

 

 

 

令和4(2022)年9

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

『文化と融合』43巻11

号 539-562頁 

韓国文化融合学会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『東アジア文化研究』第

87巻 197-230頁 

漢陽大学校東アジア文化

研究所 

 

 

 

 

 

 

『リテラシー研究』第

13巻第3号 461-494頁

韓国リテラシー学会  

 

 

 

 

 

『アジア文化研究』第

59集 63-91頁 

嘉泉大学校アジア文化研

究所 

 

 

 

『歴史と融合』第12集 

157-188頁 バルン歴史

学術院 

 

 

りこのような「歪曲された妓生の定義

と分類法」は大韓帝国期及び植民地期

の在韓日本人たちによって恣意的に作

られたことが明らかになった。 

 

三牌は①1899年三牌を含む娼女の廃止

（妓生除外）②1904年集娼（妓生除

外）③1906年性病検査（妓生除外）④

1907年売淫税徴収（妓生除外）⑤1908

年「娼妓団束令」による公娼制度への

編入などのように大韓帝国政府と統監

府から芸娼妓として統制・管理され、

法的・政策的・社会的認識の面におい

てむしろ「妓生」とは異なる属性を持

っていた集団だったことから朝鮮社会

と朝鮮人は三牌を妓生として扱わなか

ったことが明らかになった。 

 

植民地期を2つの期間（第1期：1910

年8月29日～1916年5月19日、第2

期：1916年5月19日～1923年8月）

に分類し①第1期に存在した三牌出身

は妓生ではなかった②第2期に存在し

た三牌出身が中心となった新彰妓生組

合（京和券番）の妓生は朝鮮総督府に

より新たにつくられた妓生であるとい

うことが明らかになった。 

 

1992年から2015年まで作成された

『妓生及娼妓ニ関スル書類綴』に関す

る既存の4つの解題の現況を考察し

た。特に1992年『日帝文書解題選集』

の解題と2000年『日帝文書解題－警務

編』の解題を中心に分析し、学術的な

誤記、誤謬を指摘、訂正した。 

 

『妓生及娼妓ニ関スル書類綴』を積極

的に活用した研究のうちファンボミョ

ンの2004年の論文から発見される多様

な学術的誤謬、誤読、誤記を『妓生及

娼妓ニ関スル書類綴』の分析を通して

指摘、訂正した。 

 

『妓生及娼妓ニ関スル書類綴』を積極

的に活用した研究のうちソンバンソン

の2003年の論文から発見される多様な

学術的誤謬、誤読、誤記を『妓生及娼

妓ニ関スル書類綴』の分析を通して指
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の芸術社会史的照明」を中

心に 

 

23. 『妓生及娼妓ニ関スル

書類綴』の解題と’近代式

妓生制度の始まり’に関

する研究-1908 年 9 ～10

月、1909 年 3 月に作成し

た’妓生関連書類’を中

心に 

 

24. 『妓生及娼妓ニ関スル

書類綴』の解題と’妓生た

ちの国内外公演活動’に関

する研究-1905年 5月に作

成した’妓生関連書類’

を中心に 

 

 

 

25. 『妓生及娼妓ニ関スル

書類綴』の原資料再構成に

関する研究－大韓帝国末

期‘専門芸術人妓生’に対

する日帝統監府の政策と

その変化過程 

 

26. 近代妓生制度のはじ

まり‘漢城妓生組合所’

の設立過程と認可日に関

する研究―日本人警察の

記録（1908～1910年日帝統

監府警察文書）を中心に―  

 

 

 

 

27. 韓国最初の近代新聞

に登場する‘妓(妓生・妓

女)’と‘娼(娼妓・娼女)’

に関する研究 ―『漢城旬

報』(1883～1884年)と『漢

城周報』(1886～1888年)を

中心に―  

 

28. 韓国初の民間専門女

性芸術家団体「漢城妓生組

合所」の組織構成に関する

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

令和4(2022)年

12月 

 

 

 

 

 

 

令和4(2022)年

12月 

 

 

 

 

 

 

 

令和6(2024)年6

月 

 

 

 

 

 

令和7(2025)年9

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和7(2025)年

12月 

 

 

 

 

 

 

令和8(2026)年3

月 

 

 

 

『韓国音楽史学報』第

69集 165－213頁 韓国

音楽史学会 

 

 

 

 

 

『歴史と融合』第13 

231-276頁 

バルン歴史学術院 

 

 

 

 

 

 

『教坊文化研究』第8集 

9-52頁 韓国教坊文化

学会 

 

 

 

 

『教坊文化研究』第5巻

3号 11-51頁 韓国教

坊文化学会 

 

 

 

 

 

 

 

『教坊文化研究』第5巻

4号 11-45頁 韓国教

坊文化学会 

 

 

 

 

 

韓流文化研究 第6巻1

号 35-56頁 韓国韓流

文化学会 

摘、訂正した。 

 

 

『妓生及娼妓ニ関スル書類綴』を構成

している4種類の文書群のうち2番目

の文書群である「妓生団束令」の制

定、準備から発令、施行、細部指針、

申告書様式などの妓生関連書類を中心

に解題した。 

 

 

『妓生及娼妓ニ関スル書類綴』を構成

している4種類の文書群のうち、漢城

妓生組合妓生の日本巡回公演及び開城

公演の企画から統監府警視庁の請願及

び認可に至るまでの過程と関連内容が

記録されている「漢城妓生組合妓生の

日本巡回公演及国内開城公演に関する

書類」を中心に解題した。 

 

『妓生及娼妓ニ関スル書類綴』は文書

が時系列に編綴されていないため、政

策の流れが分かりにくい。本論文では

各文章の内容を把握して時系列に原資

料を再構成した。 

 

 

漢城妓生組合所の設立と認可に関する

未解明の問題を史料に基づいて解明

し、その認可日（1908年12月23日

頃）を初めて明らかにした。あわせ

て、同組合が統監府の指示により設立

されたこと、妓生制度の実態や認可制

度の厳格さ、関連史料の再検証によっ

て従来の理解に修正が必要であること

を示した。 

 

『漢城旬報』と『漢城周報』の記事分

析を通じて、「妓」と「娼」の用語の区

別と実態を明らかにした。特に近代初

期、「妓」は伝統的芸能者を指す一方、

「娼」は主に外国人の売春婦を意味し

ていたこと、また史料の翻訳の誤りを

指摘し原文確認の重要性を強調した。 

 

漢城妓生組合所の構成員は主に官妓出

身で、特に1908年9月の宮中官妓が中

心であったことを明らかにし、設立過
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研究 ―大韓帝国末期

（1908～1910年）の宮中官

妓出身者と妓夫を中心に 

― 

 

 

程の人物構成や組織実態を具体的に解

明したものである。また、組合員は厳

格な技芸基準に基づき公認された存在

であったこと、さらに「妓生界」とい

う用語の使用が娼妓との混同を避ける

上で重要であることを指摘した。 

（その他） 

１．ストリートミュージシ

ャンの活動を通してみる

ソウル・大学路の変容：80

年代後半を中心に 

 

２．「ニュース講演：都市文

化としてのタイ伝統音楽」  

 

 

 

 

３． ストリート・ミュージ

シャンの活動を通してみ

る都市空間の歴史的変遷

―ソウル・大学路を事例と

して― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．大学路の歴史的変遷 

-一九八〇年代「車のない

道」を中心に- 

 

 

 

 

５．ストリート・ミュージ

シャンが形成するコミュ

ニティ ─韓国ソウル・大

学路を事例として─ 

 

 

 

 

 

 

単独 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

単独 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単独 

 

 

 

 

 

 

単独 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成15(2003)年

9月20日 

 

 

 

平成16(2004)年

2月 

 

 

 

 

平成16(2004)年

5月8日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成16(2004)年

10月30日 

 

 

 

 

 

平成16(2004)年

11月28日 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本ポピュラー音楽学会

関西地区第３回研究例会

発表（於：関西大学） 

 

 

『 都 市 文 化 研 究 』 

Ｐ.246-248 大阪市立大

学大学院文学研究科都市

文化研究センター 

 

 

日本音楽学会312会関西

例会発表（於：大阪市立

大学文化交流センター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

韓国・朝鮮文化研究会第

5 回大会発表（於：慶応

義塾大学） 

 

 

 

 

日本ポピュラー音楽学会

第16回大会発表（於：東

京芸術大学） 

 

 

 

 

 

 

 

1980 年代に若者が大学路で歌った歌、

歌う行為を中心に取り上げ、そこから大

学路の社会的な位置を考察した。 

 

 

タイ・チュラロンコン大学教授による音

楽療法のひとつとして民族楽器を使用

する試みを英語で講義したものを日本

語に翻訳しまとめたもの。 

 

 

韓国・ソウル「大学路」で活動するスト

リート・ミュージシャンを対象とし、大

学路の歴史的変遷を追いながら彼らが

活動場所に対してどのような意識を持

っているのかを明らかにした。ストリー

ト・ミュージシャンにとって「車のない

道」の経験が、大学路で活動をすること

に大きな関係がある。ミュージシャンの

大学路に対する意識は「車のない道」の

経験によって創造され、「アジール」と

しての空間の意味を共有した意識が、現

在のマロニエ公園へも引き継がれてい

ることが分かった。 

 

1980 年代に韓国ソウル大学路で行なわ

れた「車のない道」（＝歩行者天国）の

開放から閉鎖までの利用実態を明らか

にし、ソウルの人々がどのように文化空

間を享受し、意味づけをしていったのか

を新聞記事と語りを資料に分析した。 

 

現在大学路で活動するストリート・ミュ

ージシャン同士がどのようなコミュニ

ティを形成しているのかを明らかにし

た。フィールドワーク調査によれば、ミ

ュージシャンたちは演奏方法、大学路に

対する思い、「車のない道」の経験など

の理由から三つの類型に分類すること

ができる。さらにその中でも「車のない

道」を経験した者同士でコミュニティを
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６．「地域伝統文化伝承発

展の場所に関する考察－

ソウル市松坡区ソウルノ

リマダンを事例に－」（韓

国語） 

 

７．「都市におけるマダン

の意味に関する考察」 

 

 

 

８．「都市問題と公園 －

宗廟公園そして天王寺公

園－」（韓国語） 

 

 

 

 

９．現代都市におけるマ

ダンの意味 －1980年代の

マダン劇を中心に－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10．Historical 

Transition of Urban 

Space in Daehakro and 

its Cultural 

Implication 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

単独 

 

 

 

 

単独 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

単独 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単独 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成18(2006)年

10月 

 

 

 

 

平成18(2006)年

10月28日 

 

 

 

平成19(2007)年

4月 

 

 

 

 

 

平成20(2008)年2

月17日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成20(2008)年

3月4日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『国際学術シンポジウム 

地域芸術文化の発展戦

略』 韓国嶺南大学校（於：

韓国嶺南大学校）報告書・

発表 

 

韓国・朝鮮文化研究会第

7 回大会発表（於：東京

大学） 

 

 

『季刊都市改革』 経実

連都市改革センター 

34-38頁（韓国） 

 

 

 

 

第256回朝鮮近現代史研

究会発表（於：神戸市立

中央図書館内 青丘文

庫） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

The 6th International 

Academic Forum in 

Bangkok“Reflections 

on Modernization from 

the Historical Urban 

Landscape 

Perspective”,Thailand 

Chulalongkorn 

University 

 

 

 

 

 

形成しており、それは彼らの属性に大き

な理由があることが明らかになった。 

 

ソウルノリマダンの歴史を振り返り、現

在の利用方法、観客の実態、管理の実態

などを調査し、地域伝統文化発展のため

には場所の歴史を伝える必要性がある

ことを発表した。 

 

マダンという言葉の概念をまとめ、実際

にソウルに存在するマダンの事例をあ

げながら現代都市空間におけるマダン

の意味を報告した。 

 

ソウルの都市問題のひとつとなってい

る宗廟公園の利用方法・管理を調査

し、類似した経緯を持った天王寺公園

と比較することで、天王寺公園で起こ

った結末が宗廟公園でも見られるかも

しれないという警告を著した。 

 

1970年代後半から1980年代にかけて韓

国では空間の意味を表わす「マダン」と

いう言葉が頻繁に使用されるようにな

った。特に学生の間では「マダン劇」が

活発になり、政府は「マダン」と名前の

つく文化空間（屋外公演場）を作るなど、

学生と政府の間では共通した言葉を使

いながら空間を作っていた。本発表では

「マダン劇」をめぐる市民と政府との葛

藤を通して、その時代における「マダン」

とはどのようなものだったのかを明ら

かにした。 

 

本発表では韓国ソウルの「大学路」と

いう幹線道路であり地区の名前にもな

っている空間を例に挙げ、韓国におい

て文化空間の形成がどのような過程を

経てきたのかを明らかにした。特に韓

国国内で文化空間の形成が活発化する

直前の1970年代から現在に至るまでの

時期を対象に扱った。まとめとして歴

史的な場所に注目するだけではなく、

その中で行なわれる様々なパフォーミ

ングアーツやその変遷も都市文化の一

部として評価されるべきであるという

ことを提唱した。 
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11．韓国社会におけるマダ

ン 

 

 

 

 

 

 

 

12．『アジアのポピュラー

音楽 グローバルとロー

カルの相克』井上貴子編著 

 

13．『移住型植民地樺太の

形成』三木理史著 

 

14．音楽生成の場としての

「マダン」－「マダン」か

ら「コリ」へ－ 

 

 

 

 

15. 韓国ソウル市におけ

る「ストリートアーティス

ト/バスカー」をめぐる取

り組み 

 

 

 

 

 

 

16．韓国の4•3 眞相糾明運

動と国家安保（通訳） 

 

 

 

 

17. 済州4・3と韓国社会、

そして国家安保 

 

18. 大韓帝国期における

妓生をめぐる環境と社会

活動 

 

 

 

単独 

 

 

 

 

 

 

 

 

共訳 

 

 

 

共訳 

 

 

単独 

 

 

 

 

 

 

単独 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単独 

 

 

 

 

 

単訳 

 

 

単独 

 

 

 

 

 

平成22(2010)年

9月12日 

 

 

 

 

 

 

 

平成22(2010)年

11月 

 

 

平成24(2012)年

10月 

 

平成26(2014)年1

月25日 

 

 

 

 

 

平成26(2014)年

12月7日 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成27(2015)年

10月25日 

 

 

 

 

平成28(2016)年

7月 

 

令和元(2019)年

10月26日 

 

 

 

 

関西学院大学大学院社会

学研究科 大学院GP

「東アジアのストリート

の現在」研究班 「路上

と広場－＜マダン＞から

眺める東アジアの現在」

研究発表（於：京都府民

総合交流プラザ） 

 

勁草書房  

 

 

 

塙書房 

 

 

成城大学グローカル研究

センター公開シンポジウ

ム「日本のポピュラー音

楽をどうとらえるか3-

文化装置としての東アジ

ア-」（於：成城大学） 

 

日本ポピュラー音楽学会

第26回大会（於：学習

院大学） 

 

 

 

 

 

 

 

今西一科研2015年国際

シンポジウム「敗戦70

年－東アジアの脱植民地

化－」（於：キャンパス

プラザ京都） 

 

『商学討究』67(1) 

 50-64頁  

 

韓国・朝鮮文化研究会第

20回研究大会（於：東

北学院大学） 

 

 

 

韓国における「マダン」の語用法を紹

介し、韓国社会における「マダン」の

変容を時系列的に提示した。かつてス

トリートミュージックの中に見られた

「マダン」的な空間も現在では「ソウ

ルストリートアーティスト」制度によ

り管理・規制され、本来の意味が失わ

れつつあることを明らかにした。 

 

シン・ヒョンジュン 第３章「韓流ポ

ップの現状」翻訳単独担当。 

 

 

韓国語による要約を単独担当。 

 

 

韓国における「音楽の生成の場」とし

て台頭してきた「マダン」が現在では

ストリートとしての「コリ」へと変化

している様子をストリートアーティス

ト（バスカー）の活動やそれに関わる

行政等の取り組みを報告した。 

 

韓国ソウル市において「ストリートア

ーティスト」もしくは「バスカー」と

して活動する人々の公演環境をめぐる

取り組みを、管理団体へのインタビュ

ー調査を通して明らかにした。まとめ

として彼らの活動はそれぞれの取り組

みのなかで、文化や産業振興等、地域

活性化のツールとして利用されている

ことを指摘した 

 

韓国済州大学校趙誠倫教授の報告を通

訳した。 

 

 

 

 

韓国済州大学校趙誠倫教授の論文を翻

訳した。 

 

大韓帝国期における妓生をめぐる環境

の変化及び1897年から1908年までの

妓生の社会活動を『独立新聞』、『皇城

新聞』、『帝国新聞』、『大韓毎日申報』、

『万歳報』をもとに教育活動、社会的

な主張、慈善演奏及び寄付活動、愛国



- 13 - 

 

 

 

 

19.植民地朝鮮における妓

生の再組織化と社会的活

動 

 

 

20.近年の妓生研究動向及

び今後の研究方向性 

 

 

21.大韓帝国期及び日帝強

占期における帝国日本と

妓生制度の転換 

 

22. 千年にわたり受け継

がれてきた「韓国の妓生文

化」と「日本の芸者文化」

の対等な歩みのはじまり 

 

 

 

単訳 

 

 

 

 

単独 

 

 

 

単独 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

令和5(2023)年3

月30日 

 

 

 

令和5(2023)年

12月9日 

 

 

令和6(2024)年

12月7日 

 

 

令和7(2025)年6

月 

 

 

 

『歴史と融合』第14集 

P.157-188バルン歴史学

術院 

 

 

韓国教坊文化学会2023

年冬季学術大会 

 

 

韓国教坊文化学会2024

年冬季学術大会 

 

 

K-文化融合ジャーナル 

活動の4つのカテゴリーに分類し考察

した。 

 

今西一・飯塚一幸編『帝国日本の移動

と動員』「第7章 植民地朝鮮における

妓生の再組織化と社会的活動」を韓国

語訳した。 

 

近年の妓生研究動向及び今後の研究方

向性とともに妓生史及び妓生象が曲説

されていった系譜について報告した。 

 

大韓帝国期と植民地期において日本帝

国と朝鮮の妓生制度の関係及び制度の

転換について報告した。 

 

芸術人として現在進行形である日本の

芸者と誇張され断片的な姿が浮き彫り

にされる過去形の韓国の妓生を比較し

た。そのうえで現在進行形の妓生とし

て再誕生している晋州論介祭及び南原

春香祭を紹介した。 

 


